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小 特集 ： 障 害 者 サ ― ビス
より開かれた図書館をめざして
    一 和 光 大 学 の 事 例―
    石谷エリ子
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
  本学は開学（1966年）以来「開かれた大学」
として障害を持つ学生にも広く門戸を開いて
おり、視覚障害者についても毎年数名の新入
生を迎えている。図書館での視覚障害学生に
対するサービスの中心は「対面朗読」で、当
館の特徴としては朗読者が本学学生であるこ
と(2000年度：利用者5名、朗読者11名）。
これはサービス誕生（1968年）の経過に拠る
ところが大きい。視覚障害学生と障害学生の
学生生活を考えるサークルによる要求に図書
館が応じる形で実現。試行段階から学生自ら
朗読を担当した。
  現在は朗読室4室と点字パソコン室を設置
し、フル稼働している。朗読者の募集は新年
度ごとに行う。視覚障害学生1名あたり1．2
年生は週2コマ、3，4年生は3コマが保障さ
れているので、その合計のコマ数分の朗読者
が必要となる。PRはオリエンテーション関
係のあらゆる場面を活用して行う。幸い1年
生を中心として毎年必要な数以上の応募があ
る。業務担当の私は利用者の希望時間を聞く
と同時に応募してくる学生と面談し（これが
結構重要）利用者との組み合わせを考え、1週
間のタイムテーブルを作成する。5，6年前の
ピーク時は20コマを超えるときもあり、まる
でカルタ合わせのようにタイムテーブル作り
に頭を悩ませたこともあった。5月の連休明
け、ちょうど授業が本格的にスタートするこ
ろには新しい顔合わせの「対面朗読」サービ
スが動き出す。
  朗読者には採用が決まると当館作成の「朗
読のてびき」を渡し、注意事項（特に読書に
かかわるプライ′ヾシーの厳守）や仕事の詳細
を説明。公共図書館とは違って単に1冊の本
を読むとぃうよりも、授業中に配られる様々
な印刷物を読んだり、レポートのための資料
探しの補助(OPACの検索など）が多いので、
朗読者自身も積極的に図書館を利用してもら
うようにお願いする。
  これも発足当初からの重要なポイントだっ
たが、朗読者には図書館運営費から朗読料が
支払われる（前期と後期で計36，000円）。図書
館の仕事としてきちんと責任を果たしてもら
うためである。もちろんお金目当てだけでは
勤 ま ら な い 仕 事 で は あ る が ． ． ． 。
  学生が朗読者であるため、お互いのコミュ
ニケーションがスムーズで、サークルやゼミ
での交流も深まるようだ。反面時間がルーズ
になったり、人間関係がうまく行かなくなる
こともなぃ訳ではなぃ。やむを得ず、年度途
中で辞めてもらったこともある。また、朗読
スキルアップのための講習など特に行ってい
ないので（パソコンの使い方については要望
があれば適宜実施している程度）利用者から
不満の声が聞かれることもある。元来図書館
業務の一部である朗読サービスなので、1979
年度からは、館員による予約制の朗読サービ
スを始めた。レファレンスに近い形で、専門
的なアドバイスが出来、館貝にとっても直接
利用者と接することで業務を見直す機会にも
なっている。
  情報化・電子化が進む中で視覚障害学生の
勉学環境も大きく様変わりしている。三省堂
36大 学 の 凶 書 館 20巻 3号 通 巻 No.328
コンサイス英和辞典は晴眼者にとっては比較
的手軽な辞書だが、これの点字版はなんと100
巻！置き場所も取るが、使い勝手が悪いこと
は容易に想像できよう。当館では出版されて
いる点訳辞書は英英辞典も含めて、すぺて人
れているが、近頃は多分ほとんど使われてい
ないと思う。
  視覚障害者向けに開発されたパソコン・シ
ステムの一部として点訳辞書デー夕・ベース
も整備されており、音声合成装置やピン゜デ
イスプレイ（点字の凹凸をピンの動きで触知
する）を使って利用できる。視覚障害者はマ
ウス操作が困難だが、最近は音声でWindows
を利用できるようなっている。また、スキャ
ナで読み取った文字を音声化したり、画面に
拡大したりできる装置も登場。数年前には大
きなバリヤだったことがどんどん改善されて
きてぃて、技術の進歩にこちらの方が付いて
いけない状況と言うのが正直なところだ。
  障害学生の学内生活全般に関しては、学内
に「障害者学生の学内生活等に関する懇談会」
小特集：障害者サ―ビス
障害者サ―ビス発展に向けての課題
    田中章治
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
  以Fの表（編注：この項最後に掲出）は、
H図協が全国の公共図書館を対象に実施した
図書館利用に障害のある人々へのサービス
（以下障害者サービスと略す）の集計結果の概
要である。ここで明らかなように、この四半
世紀で公共図書館における障害者サービスは
飛躍的な拡大を遂げたことがわかる。
  1998年調査によると、回答館2326館中何ら
かの障害者サービスを「実施している」と回
答した館が1146館（49．3％）にのぼっている。
本調査結果については、詳細な結果を加えた
（学生生活部）があり、学生・教員・職員が参
加して協議し、大学運営に取り入れられてい
る。現在の図書館を新築する際も要望などを
聞きながら、企画立案した経緯がある。エン
トランスとトイレは自動ドア、階段以外は段
差がない床、車椅子が利用しやすぃ書架間
隔・トイレ・閲覧席・カウンター設計、ミラ
ーと音声ガイドっきのエレベーターなど。
  他大学に比べれば配慮されている部分も多
いが、なんと言ってもカウンターでのきめ細
かな対応こそ欠かせないことだと思う。それ
は決してマニュアル化できるようなことでは
なく、たとえば経験の少ない新入職員にとっ
ては、レファレンス・サービス同様に難しぃ
ことではある。
  新年度も2名の視覚障害学生を迎える。少
しでも快適に大学生活が送れるよう知恵を出
し合っていきたぃ。
（いしたに・えりこ／
    和 光 大 学 附 属 梅 根 記 念 図 書 館 ）
報告書として、近日中に日図協から刊行され
ることになってぃる。（注）
  ところで、21世紀初頭を迎え、障害者サー
ビスを普及させていくために取り組むべき課
題について、本稿では次の2点にしぼって述
べてみたぃ。
  1.障 害者 の情 報ア ク セス 権と 著作 権
  先ず私は、現行著作権法上において、障害
者の情報アクセス権が充分補償されていない
とぃう点を指摘したぃ。これに関連し、差宇
年の通常国会で著作権法の一部改正がなされ
たことは、大いに評価できる。即ち、視覚障
害者のための著作物の利用について、著作権
者の許諾を得なくても利用できる場合が、新
たに盛り込まれたのである。(2001年1月施行）
その第―一は、視覚障害者のために点字データ
のコンピュータヘの蓄積及び、コンピュータ
